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自己評価作成日 平成27年11月1日 評価結果市町村受理日 平成27年12月22日

　（別紙４-１）

法人名

事業所番号

自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

訪問調査日

評価機関名

所在地

・重度化が進む中で、どこまで自立支援の姿勢を基本に一人ひとりの出来る力を見出し関われているか
…と振り返った時に、正直難しい面が少なくない現状がありますが、「分からなくなった、出来なくなった」
と評価するのではなく、「これは出来る、こんなことが出来た」の発見につなげる意識を持って努力してい
ます。
・一人ひとりの性格や身体状況、認知症状、想いや願い（ご家族の想いや願いも…）をよく知ることを心
掛け、個々に合わせた関わりに努めています。
・家庭的な雰囲気を大切に、動と静の時間を工夫しながら、共にたくさん笑い穏やかに暮らせるよう努め
ています。
・ご家族と共に本人を支えていける関係作りを大切に、ご家族への報告連絡相談をこまめに行い、ご家
族から日々の生活、受診、行事等への協力があります。
・重度化しても社会とのつながりを絶やさないよう、個々に合った外出支援に努めています。
・職員間の報連相の徹底、個々の申し送りにて情報の共有に努め、質の高いケアを目標にしながら、職
員個々の課題の改善、レベルアップにつながるようチームケアで取り組んでいます。
・小さなこともヒヤリハットや事故報告書をあげることで、工夫や改善に気付き事故を回避出来るよう努
めています。
・ご家族の希望に添い、安心、安全、安楽を基本に看取りを行っています。

平成27年11月27日

札幌市中央区宮の森１条６丁目１番１６号－３０１

グループホーム　さとほろ　３階

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
当事業所は高層ビルが立ち並ぶ札幌市中央区にあり、６階建てマンションの３・４階のフロア全てがグ
ループホームとなっている。市街地の中心部にあり、地下鉄駅から近く利便性の良い地域にある。一
方、木々に囲まれ自然の豊かな北海道神宮や円山公園などもあり快適な居住環境に立地している。医
療・福祉・介護・看護の連携を願い現代表と医療職者が立ち上げた事業所で、創設当時からの想いが
継承されている。医療面では提携医による定期的な往診、在宅医療診療所による看取りを中心とした診
療、看護師の配置などで適切な医療の提供と健康管理が行われている。終末期の医療については、利
用開始時から本人と家族の意向に沿い、看取りの時期には医療関係・職員間でチームを組み看取り支
援を実施している。開設からこれまでに１０名以上の看取りを行っている。研修で学びながら看取り経験
をもとに、職員がチームで取り組む支援を目指している。日々の生活を支える職員は「出来なくなったの
ではなく、こんなことも出来る」という良い面を引き出す支援を行い、行事や外出支援などで生活の活発
化を図っている。設立当時より「家族会」があり、運営推進会議への出席と同時に、会議後に家族会が
あり情報交換や意見が出されサービス面に活かされている。地域とは、町内会の行事に参加したり、マ
ンションや地域住民と防災訓練を共に行い、地域住民からは「何時でも手伝いに来ます」と声を掛けら
れるなど協力を得ている。「さとほろ」は安心、安楽にゆったりと暮らせる故郷のようなホームである。

基本情報リンク先URL

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

http://www.kaigokensaku.jp/01/index.php?action_kouhyou_detail_2015_022_kani=tr
ue&JigyosyoCd=0170100648-00&PrefCd=01&VersionCd=022

2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと

項　　目

56

特定非営利活動法人　福祉サービス評価機構Ｋネット

札幌市中央区南６条西１１丁目1284番地4　高砂サニーハイツ401号室

3. 家族の１/３くらいと

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

1. ほぼ全ての家族と

63

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面が
ある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を
掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

3. 利用者の１/３くらいの

1. 大いに増えている

2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない

2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
64

3. たまにある

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

4. ほとんどいない

3. たまに

4. ほとんどない 4. ほとんどない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように

66

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が

2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

4. ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
3. 利用者の１/３くらいが

4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりが拡がったり深まり、事業所の理
解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

68

4. ほとんどいない

3. 家族等の１/３くらいが

4. ほとんどできていない

3. 利用者の１/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が

2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
61

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく
過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない



NPO法人　福祉サービス評価機構 Kネット

次のステップに向けて期待したい内容

外部研修、内部研修にて学ぶ機会を設けている。入
居者の身体の様子は都度記録し、申し送りでも確認し
ている。「もしかして…これって虐待？」という意識と、
日々のケアを振り返り、職員同士注意喚起し防止に
努めている。

管理者会議に出席、運営推進会議（家族会）の報告、
事故報告、他不明な点や疑問点等についても報告、
相談をしながら、適正なサービスの提供、ケアの質の
向上につなげられるよう努めている。

市や区のグループホーム管理者連絡会や地域運営会
議などに参加し、行政担当者や同業者と情報交換を
図っている。毎月の利用状況報告時や必要時には指
導を受けるなど協力関係を築くように努めている。生活
保護受給者には保護課と連絡を取り合っている。

外部研修への参加、内部研修でも繰り返し学ぶ機会
を設け、禁止の対象となる具体的な行為を意識し日々
のケアや関わりを振り返り、職員一人ひとりが自覚と
責任を持ち互いに注意喚起しながら発生の防止に努
めている。マンション玄関はオートロックであるが、各
フロアは施錠をせず自由に行き来出来るようにしてい
る。

身体拘束をしない指針やマニュアルを整備し、内部・外
部研修及び伝達講習を通じて身体拘束の弊害につい
て学び理解している。毎月のフロア会議で、身体の変
色シートなどを用いて身体拘束に該当するか話し合い
ながら注意喚起をしている。マンション玄関はオート
ロックであるが各ユニット階は施錠していない。

挨拶等は積極的に行い、事業所の存在を知ってもら
えるよう努めている。町内会の活動として、総会、春秋
のゴミ拾い、花壇整備への参加。夏祭り、保育園の運
動会、お餅つき等の行事へ、入居者の方と参加させて
もらい交流している。

町内会に加入し、総会や町内会の行事に積極的に参
加している。市内で加入世帯が一番多い町内会で、会
報を年２回１５０部回覧板で閲覧してもらい、地域から
相談や施設見学の申し込みを受けている。近隣の幼
稚園の運動会に招待されたり、清掃ボランティアンの
協力がある。

地域密着型サービスを意識し、職員全体で意見を出
し合い作成した。『地域に根差し、知恵と工夫と創造力
を持ち、ゆったりとした毎日が過ごせるよう、ひとりひと
りの楽しみと健康と安全を考慮しながら、家族の協力
を得つつ学び支えます。』 という理念がある。毎朝の
引き継ぎ時に理念を唱和し、理念を共有、実践出来る
よう努めている。

地域密着型サービスを踏まえ、職員全員で話し合い作
成している。理念の下、今年度は「チームで取り組み、
可能性を広げる」「いつも笑顔を忘れず人にはもっと優
しく」という年間目標を決め、ケアに取り組んでいる。理
念や目標はパンフレット・玄関・居間・事務所に掲示し
ている。職員の名刺の裏側に理念を印刷携帯し、カン
ファレンスや毎日の引き継ぎ時に唱和している。

偶数月の第二水曜日に運営推進会議、家族会を開催
し、報告、情報交換、意見交換、質問の場として定着
している。報告書を全ご家族へ、職員へも内容を周知
し、日々のケアに役立てサービスの向上につなげられ
るよう努めている。

年６回偶数月の第２水曜日と日時を決めて、会議を開
催している。地域包括センター職員・民生委員（町内会
代表）・家族・職員が参加し、利用者の様子・行事・運
営・サービス内容などを報告し、情報や意見交換をし
てサービス向上に努めている。委員からの提案で近隣
の中学生の職場体験や介護教室を開催し、認知症の
啓蒙に努めた。

介護タクシー、居宅介護支援事業を通して活かすこと
に努めている。



次のステップに向けて期待したい内容

毎日の申し送り時、全体会議・フロア会議などで、随時
職員の意見や提案を聞く機会を設けている。年２回の
個人面談（前期は目標設定、後期は目標の進捗状況
と評価）で話し合う時に、職員から意見や提案を聞いて
いる。管理者は日々の勤務においても、職員の話を聞
き、助言・指導を行っている。

同地区のグループホーム管理者連絡会やスタッフ勉
強会に参加し、交流の機会、ネットワークづくりに努め
ている。同地区のグループホームとは行事等を通して
交流の場を持ち、互いに訪問し合えるようになってい
るが、まだまだ十分とは言えない。

個々に合わせた採用時研修、毎月の勉強会、現場に
於いての実技指導。経験年数に合わせた外部研修義
務参加、また、希望による外部研修参加、資格取得を
進めている。

代表者は、職員個々の努力や実績、勤務状況の把握
に努めてはいると思うが、現場との温度差があり、職
場環境や条件の整備には結びついていないと思う。

日常的に意見や要望をくみ取れるよう意識し取り組
み、ご家族に対しては話しやすい雰囲気作りと都度尋
ねることに努めると共に、家族会での意見交換や年１
度アンケート調査を実施している。要望があった時に
は話し合い、記録に残し速やかな改善に努めている。
また、言いにくい時には外部機関があることも知らせ
ている。

家族会があり、運営推進会議後に家族会を開催してい
る。他に事業所独自のアンケート調査や面会簿の記載
欄に家族からの意見の記述欄を設けるなどで意見や
要望を聞く機会を設けている。毎月の「さとほろだより」
送付時に、担当職員が利用者一人ひとり個別に写真
付きのお便りも同封しで近況を報告している。

全体会議、フロア会議、自己評価、個別面談、日々の
勤務に於いて、職員の意見や提案、思いを聞き取るよ
う努めているが、それらを十分に反映することは出来
ていないと思う。職員一人ひとりが向上心を持って質
の高いケアを提供し、入居者の皆さんと共に、学び支
え合える関係を築けるよう努力していきたい。

契約、解約時には契約書や重要事項等で説明し、利
用者やご家族の不安や疑問点を聞き、十分な話し合
いを心掛けている。また、契約後も連絡、相談をしな
がら、理解、納得の上サービスを利用して頂けるよう
努めている。

外部研修、内部研修にて学ぶ機会を設けているが、
十分とは言えない。更に制度の理解を深められるよう
学んでいきたい。現在、成年後見制度（保佐人・後見
人）を利用している方が二名いる。



次のステップに向けて期待したい内容

一人ひとりの認知度や性格、それぞれの関係等に配
慮しながら、和やかな雰囲気の中で語り合う機会、レ
ク活動や作業を通じて良好な関係が築けるよう仲介
支援し、共に穏やかに楽しく過ごせる時間の共有に努
めている。

ご家族と共に支えていきたいことを伝え、これまでの
本人とご家族との関係を大切にしながら、共に本人を
支えていく関係作りに努めている。

ご家族の面会は頻回にあり、親戚や知人の面会もあ
る。重度化やご家族の高齢化や病気等により、馴染
みの場所への外出の機会は少なく、一部の方に限ら
れてしまうが、ご家族からの情報や本人との会話の中
で、大切な場所や人、思い出を想起できるよう努めて
いる。

利用者に地元出身者が多いため、家族や親戚、知人
などの訪問も多い。訪問者がゆっくり話ができ寛げるよ
うに配慮し、食事も提供し会食をしている。家族と一緒
に墓参り・法事・買い物・馴染みの場所に行く時は、職
員も同行したり送迎支援をしている。電話や手紙での
通信支援も行っている。

共に暮らす時間の中で、人として気づかされ教えられ
ることがたくさんある。重度化しても「これは出来る」を
探すことを意識し、先に歩み、多くの苦労と多くのもの
を築いてこられた人生の大先輩として、常に敬う気持
ちを忘れずに、互いに学び支え合う関係を築いていき
たい。

入居を希望されて来られるケースがほとんどである
が、相談時には本人、家族の思いを聴き、必要時に
は他のサービスの説明もしている。

本人よりもご家族の方が心配事や不安なことを抱えて
いるケースが多い場合があり、ご家族の思いをよく聴
き、その思いを受け止め、安心してもらえるよう、こま
めな報告、連絡、相談にて信頼関係の構築に努めて
いる。

ご家族からの相談、意向が中心となってしまうことが
多いが、可能な限り本人に尋ね、思いを知り、不安の
軽減、安心してもらえるよう早期の関係づくりに努めて
いる。



次のステップに向けて期待したい内容

町内会の行事には積極的に参加し、ボランティアの受
け入れ、民生委員、消防の方には運営推進会議や避
難訓練にて協力を得ている。また、ご家族と共に買い
物や外食に行く等、社会とのつながりを大切にしてい
けるよう支援に努めている。

・受診時には看護師の同行定着、必要時にはご家族
の同行。
・事業所の介護タクシーを利用しての受診や外出支
援。

入居時に、協力病院を伝え変更希望を確認し、変更
の際には医師からの添書で医療の継続を支援してい
る。また、受診時のご家族の同行や受診後の報告で
も適切、安心した医療が受けられるよう支援している。

提携医による月２回の訪問診療、在宅診療所からの
往診、週１回の訪問歯科、随時の皮膚科など体調に合
わせ、随時往診を受けている。入居前からのかかりつ
け医には家族が同行し、受診前後の情報交換を行っ
て適切な医療が受けられるよう支援をしている。

本人（可能な方）、ご家族、主治医、看護師と相談しな
がら、担当職員を中心に、毎月のフロア会議で話し合
い、介護計画を作成している。意思表示が困難な方に
は、ご家族の意向をもとに本人本位の介護計画の作
成に努めている。

担当職員を中心に本人・家族の意向を聞きながら看護
師や医師からの助言を受け、全職員が毎月のフロア
会議などで話し合っている。生活記録による日々のモ
ニタリングと２ヶ月に１度の短期目標のモニタリングを
もとに、介護計画は４ヶ月に１度担当職員を中心に検
討し、介護支援専門員が作成している。

ケアプランを反映した日々の記録や評価、その時々の
気づきや工夫、実践方法や結果など、個人申し送りや
介護日誌を通して、個々の状況や情報を共有し、アセ
スメントや介護計画の見直しに活かし日々のケアにつ
なげている。

日々の関わりの中で、よく話をすることを心掛け、希望
や意向の把握に努めている。また困難な方にも日々
の様子や表情、言動等から思いをくみ取るよう努め、
ご家族、職員と相談しながら本人の思いに添えるよう
努力している。

入居時に家族から生活歴や思いなどの聞き取りを行
い、アセスメントをしている。一人ひとりに寄り添い話を
聞き、表情や行動から本人の意向や希望の把握に努
めている。情報は職員間で検討し、利用者本人の立場
に立って考え支援をしている。

入居時の聞き取りと合わせ、可能な限りの情報提供
をお願いし、その後もご家族、本人とのコミュニケー
ションから把握に努めている。

日々アセスメントし個々のケアプランに添った関わり
の記録、個別の申し送りや引き継ぎ等を通して、心身
の状態や言動、新たな気づき等の把握に努め、情報
を共有し柔軟に対応出来るように努めている。

入院により退居された方へは、お見舞いに行き関係を
継続することに努めている。また、死去により退居され
たご家族の訪問、差し入れを頂いたり、手紙のやりと
り等でつながりを大切にしている。



次のステップに向けて期待したい内容

重度化に伴い職員側のペースになることもあるが、対応可能
または体調に影響のない範囲で本人のペースを優先してい
る。また、その時々の気分や体調に合わせ、優先順位を正し
く見極め、楽しみや励みにつながる関わりを意識し、支援に努
めている。

尋ねることを心掛け出来るだけ一緒に選べるようにしているも
重度の方が多く職員サイドの支援になりがちな面もある。衣
類の汚れには気を配り、洗面後や入浴後の整容等で、その
人らしい潤いのある生活が送れるよう心掛けている。

事業所がマンションの３・４階であることや高齢化で
利用者の身体状況からみても介護度が高く、介助
に多くの人手が必要である。災害時に安心・安全・、
スムーズに避難できるためには多くの困難が予想さ
れる。防災や避難経路の確保と確認、他の自然災
害についても対応・訓練を期待する。

常に入居者の立場に立ち、言葉掛けや対応に気をつけること
を心掛けてはいるが、配慮に欠けてしまうこともあると思う。言
葉使いや対応への苦情があり、職員間で見直しお互いに注
意し合える関係作りに努めている。

人生の先輩として、利用者一人ひとりの人格を尊重
し、誇りやプライバシーを損ねないような言葉がけや対
応をしている。配慮に欠けることがないよう職員間で見
直し、互いに注意し合えるようにしている。書類は書棚
に保管している。

消防署や町内会の方の協力を得て、年２回夜間、日中の出
火を想定した避難訓練、救助方法の実践を入居者（可能な
方）と一緒に行い、地震時の対応、避難方法についても確認。
また、マンション内での消火器使用の実践や外部研修に随時
参加し実践訓練を行っている。水害を想定しての対策 訓練は
行えていない。

フロア会議や勉強会、外部研修等で学ぶ機会を設
け、確認し合っているが、まだまだ十分とは言えない。
全職員が対応出来るよう更に学びの場を設けていき
たい。

重度化に伴い意思の疎通が難しい面もあるが、話しやすい雰
囲気づくりを心掛けるとともに、個々に合わせた話し方や問い
掛けの工夫で、希望や選択を表出出来るよう努めている。

年２回消防署の指導の下、夜間・日中を想定した火災
避難訓練を行っている。マンション内の防火訓練に参
加し、マンションや近隣住民にも協力を得て、隣接する
グループホームと協働で訓練を行っている。防災点検
表で毎日チェックをしながら防災に努めている。災害時
の備蓄・緊急連絡網を整備している。

入院時には介護添書を提出し、出来るだけ面会に行
き、本人が安心して治療を受けられるよう支援してい
る。都度ご家族の意向を確認しながら、病院または関
係者と情報交換を行い、早期退院が出来るよう努めて
いる。

ケアプラン見直しの際、または状態の変化に伴い、現
状と今後考えられる状況、ホームで出来ることについ
てご家族に説明し、意向を確認、書面にて同意を得て
いる。また状態に合わせご家族と医師、看護師と話し
合いの場を設け、全職員が方針を共有出来るよう都
度話し合い取り組んでいる。

契約時に重度化や終末期に向けた指針や対応につい
て説明をしている。日頃から本人や家族に希望や意向
を伺い、重度化した場合や終末期には家族・医療関係
者とともにチームで支援に取り組み、看取りの実施を
含め最善の方法がとれるように努めている。開設から
１０名以上の看取り支援を行っている。

看護師による日常的な健康管理、さまざまな症状につ
いて相談、処置、指導等を受け支援している。受診や
往診時には看護師が窓口となり、医療機関と連携して
いる。また、必要時には迅速な受診 往診ができるよう
支援している。



次のステップに向けて期待したい内容

重度化に伴い難しい面もあるが、可能な範囲で個々
の出来る力を発揮出来るよう、会話、作業、レク、趣味
や特技を活かせる時間と場の提供に努め、個の楽し
み、集団での楽しみを工夫しながら、役割りや楽しみ
ごとを自信や励み、喜びや楽しみにつながるよう支援
している。

服薬確認は複数で行い、可能な限り本人にも確認し
てもらっている。処方箋や申し送りにて目的、用法、副
作用等の理解に努め、薬が変わった時には特に注意
を払い、変化のある場合には医師、看護師に報告、相
談し適切な処方の支援に努めている。

体調、年齢、生活リズムを考慮しながら、温湿度や寝
具、衣類、周囲の音や臭い等にも配慮し安心して休
息、眠れるよう支援している。また、夜間眠れない時に
は、寄り添い傾聴、スキンシップ、安心出来る場所へ
の移動や飲み物の工夫等に努めている。

体調や気分に合わせ、皆が平均的に入浴出来るよう
にしている。また、汚染等で必要時には臨機応変に対
応出来るよう支援している。不調などで入浴が困難な
時には、清拭や足浴、手浴、ドライシャンプー等で対
応している。また、楽しい入浴が出来るよう会話や香り
にも配慮している。

入浴日を特定せず午後の時間帯の入浴を基本に、体
調や希望、タイミングに合わせて週２回以上の入浴支
援を行っている。体調不良の時は清拭、足浴、ドライ
シャンプーなどで対応している。

重度化に伴い、時間ごとの手助けが主になってはい
るが、個々の排泄パターンを把握し、必要最小限の
パット使用を心掛けている。水分摂取量も考慮しなが
ら、一人ひとりに合わせた誘導と手助けで、可能な限
りトイレやポータブルトイレを使用し、出来るだけ失敗
につながらないよう支援している。

排泄チェック表で個々の排泄パターンを把握し、排泄
間隔、しぐさや表情からトイレ誘導を行っている。身体
状況に合わせ介助が必要な方は居室のポートブルトイ
レを使用している。リハビリパンツから日中は布パンツ
着用に替わり、一日中布パンツ使用へと排泄の自立
へ向けた支援を行っている。

個々の排便状況を把握しながら、飲食物の工夫や腹
部マッサージ等も行い便秘予防に努めているが、高
齢や重度化に伴い自然排便が難しくなっている。医師
の指導のもと服薬や座薬の調整でコントロールしてい
る。

毎食後の方と夕食後のみの方がいるが食後には十分
な水分摂取の支援を行い、個々に必要な内容（見守
り、一部手助け、歯間ブラシや舌ブラシ等の活用）で
口腔ケアを実施している。また、希望者には定期的に
訪問歯科衛生士による口腔チェック、口腔清掃、嚥下
体操等を受けている。

年齢や性別、活動量や体重の安定を配慮し、量や栄
養のバランス、一品目でも多く摂取出来る献立を工夫
し提供、毎日の飲食量を記録している。また、個々の
状態に合わせ食事形態や食器類の工夫、目でも楽し
める内容、楽しく食せる雰囲気作りも心掛けている。

希望を献立に反映させたり、個々の力量に合わせ、下
ごしらえ、味見、下膳、食器拭き等を一緒に行ってい
る。会話も大切にし、楽しい食事時間の共有を心掛け
ている。

食材は食品リストから選び業者から購入するが、献立
は利用者の好みを取り入れている。利用者の出来る
範囲で食事つくりに参加し、職員と共に和やかに食事
をしている。身体状況に合わせ刻み食やペースト状な
ど食事形態を替える工夫をしている。



次のステップに向けて期待したい内容

賃貸マンションで、改築型のホームのため段差が多く
限りはあるが、手すりの設置、安全を考えての踏み
台、滑り止め、ポップで場所を知らせる、家具の配置
や高さ等の調節で工夫はしているが、重度化に伴い
十分とは言えない。

希望時には電話をかけ、ご家族からの電話を仲介す
る等している。また、毎年個々の写真入り年賀状を作
り、ご家族や知人へ送っている。

安心、安全を考慮しながら、狭いながらも玄関やテレ
ビ室にソファーを置き思い思いに過ごせる工夫を心掛
けている。また、食卓での席もその時々の状況に合わ
せ交換する等工夫はしているが、共用空間が狭いの
と、車椅子の方が増え十分ではないと思う。

本人が安心して過ごせるよう、自宅で使用していた家
具や装飾品、家族の写真等、ご家族の方にコーディ
ネートしてもらう等で、心地良い空間作りの工夫をして
はいるが、入居年数の経過に伴い物品が増え、収納
にも限りがあり手狭になることもある。

居室には本人の使い慣れた家具や飾り物、家族の写
真・仏壇などを持ち込み、家族とも相談しながら配置し
て居心地良く生活できるように配慮している。入居期間
の長い方が多く、それぞれの居室に個性が感じられ自
分らしい部屋となっている。

ホーム全体が狭く限りはあるが（特に浴室は段差があ
り狭く寒い）、家庭的な雰囲気を大切にしながら、入居
者と一緒に制作した物や個々の写真を飾ったり、季節
ごと、行事ごとの飾り付けの工夫をし、生花等で四季
を感じ心地よく過ごせるよう工夫している。また、その
時の状況に合わせCDやFM放送で音楽を流している。
都度の換気や消臭剤の使用で室温や臭いにも気をつ
けている。

マンションの３階・４階のワンフロア全てが一つのユ
ニットになっていて、居間・浴室・台所などフロア全体を
見渡すことが出来、家庭的な雰囲気が感じられる。居
間兼食堂には中央に温もりのある大きな木のテーブル
があり、食卓や手芸飾り物を作る時の制作、新聞を読
む机などに使われている。壁で仕切られた隣にはソ
ファーが置かれ、ゆったりとテレビを見ることが出来る。

個々の体調や体力に応じて、出来るだけ散歩や買い
物、農園での収穫、ドライブ等で外気に触れ季節を感
じ、気分転換が出来るよう支援している。ほぼ毎月季
節に応じた外出行事の実施と合わせ、さとほろ三大行
事（新年会・お花見・敬老会）では、ホテルや回転寿し
で、ご家族と共に会食を楽しんでいる。また、ご家族と
お墓参りや買い物、外食等の外出も行われている。

市の中心部にあり、宮の森住宅街、近くの円山公園や
北海道神宮への散歩や、スーパーでの買い物、盤渓
にある借り農園などへ日頃から外気浴を兼ね外出をし
ている。一人ひとりの体調や体力に合わせ、気軽に出
かけ気分転換を図れるようにしている。ホームの三大
行事である新年会・お花見・敬老会などには家族にも
協力を得て一緒に楽しんでいる。

ホーム立て替え、後日請求にて対応している。買い物
支援では千円以内の買い物を自分で考え商品を選ば
れている。


